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会員の皆様の志の高さを
内外に示す全国大会になりました
ご参会の皆様、関係の方々に

感謝いたします

　
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
が
各
地
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
一
日
も
早

い
復
興
を
願
う
も
の
で
す

●
本
年
の
会
員
数
を
見
る

と
数
十
年
前
か
ら
の
減
少

は
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年
に
わ
た
っ
て
会

員
ま
た
支
部
の
役
員
の
懸

命
な
努
力
に
よ
っ
て
も
現

状
の
打
破
は
難
し
い
状
況

で
す
。
そ
の
原
因
は
退
公

連
の
存
在
意
義
が
薄
ら
い

で
き
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
入
会
員
の

減
少
や
中
途
退
会
者
の
増

加
理
由
に
も
現
れ
て
い
ま

す
。
退
公
連
は
結
成
以
来

会
員
数
の
増
加
を
続
け
て

き
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
今
こ
そ
結
成
の
原
点

に
返
り
、
退
公
連
の
存
在

意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
自
分
を
次
世

代
の
た
め
、
声
を
あ
げ
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
●
年
金
受
給
者

に
不
利
に
な
る
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
。
所
得
代
替

率
の
計
算
式
の
矛
盾
。
基

礎
年
金
の
底
上
げ
の
財
源

に
厚
生
年
金
の
積
立
金
を

流
用
す
る
な
ど
不
合
理
な

点
を
な
く
す
よ
う
厚
生
年

金
を
収
め
て
い
る
す
べ
て

の
人
が
声
を
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。�（
Ｍ
・
Ｙ
）

「
会
員
だ
か
ら
、

将
来
安
心
」の
組
織
で
あ
り
た
い

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
鴨
下 

一
郎

祝辞 会長所信表明会長所信表明

豊
か
な
知
見
で
、若
い
人
の
指
導
に
期
待

衆
議
院
議
員
・
前
総
務
大
臣
　
村
上
誠
一
郎
先
生

　
会
員
の
皆
様
方
、
全
国

か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
組

織
の
拡
充
に
努
力
さ
れ
て

い
る
ご
苦
労
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
公
連
は
今
、
曲
が
り

角
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化

が
進
み
、
現
役
世
代
が
少

な
く
な
り
、
日
本
の
経
済

も
明
る
く
は
な
い
。
そ
の

中
で
、
年
金
制
度
を
確
か

な
も
の
に
し
て
、
安
心
の

退
職
者
の
生
活
を
願
っ

て
、
本
年
１
月
、
本
日
祝

辞
を
い
た
だ
く
村
上
前
総

務
大
臣
に
要
望
し
て
き
ま

　
平
成
７
年
度
全
国
大
会

の
ご
盛
会
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
は
長
年
に
わ
た

り
国
民
生
活
の
安
定
と
社

会
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
、
多
彩
な
経
験
と
高

い
倫
理
観
を
持
っ
て
、
現

役
世
代
の
よ
き
手
本
と
し

て
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
公
共
の
精
神
と
豊
富
な

知
恵
で
地
域
づ
く
り
と
行

政
の
改
革
に
も
ご
努
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
高

い
志
と
行
動
力
に
敬
意
を

表
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
、
世
界
は
か
つ
て
な

い
激
動
と
カ
オ
ス
の
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
懸
念

さ
れ
る
の
は
１００
年
前
の
世

界
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ

シ
ア
等
の
国
々
は
自
国
中

心
主
義
に
向
か
い
、現
在
、

世
界
で
は
民
主
主
義
国
家

よ
り
も
、
権
威
主
義
的
全

体
主
義
の
国
家
が
増
え
て

い
ま
す
。
次
の
時
代
に
必

要
な
こ
と
は
、
世
界
の
平

和
と
安
定
の
た
め
に
国
民

が
民
主
主
義
を
守
り
育
て

る
気
概
を
持
ち
、
行
動
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
総
務
省
に
い
て
感
ず
る

こ
と
は
、
今
、
財
源
を
明

確
に
し
な
い
政
策
論
、
す

な
わ
ち
財
政
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
が
横
行
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
物
価
高
対
策
と
し

て
消
費
税
の
廃
止
や
減
税

で
行
お
う
と
す
る
政
策
も

そ
の
一
つ
で
す
。

　
次
の
世
代
の
た
め
に
民

主
主
義
や
国
と
自
治
体
の

財
政
規
律
を
守
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
が
豊
か
な
知
見
で

若
い
人
の
指
導
者
と
し

て
、
地
域
社
会
の
一
層
の

発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
祝

辞
と
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
日
公
連
事
務
局
）

し
た
。

　
日
公
連
が
共
済
年
金
、

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等

の
受
給
者
の
先
頭
に
立
つ

覚
悟
で
行
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
に

も
、
景
気
の
安
定
化
に
も

つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
組

織
の
団
結
を
高
め
て
、
も

う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
て
、

後
輩
に
も
働
き
か
け
て
、

会
員
の
方
々
が
入
っ
て
よ

か
っ
た
と
、
会
員
が
増
え

る
組
織
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
民
間
の
協
力
を
得
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
元
気

な
と
き
は
関
心
が
な
か
っ

た
高
齢
者
施
設
へ
の
道
を

確
か
な
も
の
に
し
て
お
く

こ
と
。
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
も
生
涯
会
員
で
お
ら

れ
る
組
織
に
し
た
い
。
会

員
の
方
々
が
自
ら
の
使
命

感
を
も
た
れ
、尊
敬
さ
れ
、

地
域
で
当
て
に
さ
れ
る
古

く
て
新
し
い
組
織
、「
会

員
で
あ
る
か
ら
安
心
で
あ

る
」
と
い
う
実
感
が
あ
ふ

れ
る
組
織
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
本
日

ご
参
会
の
議
員
の
方
々
の

サ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
は
か

な
わ
な
い
こ
と
、
日
頃
の

議
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長
会（
理
事
会・第
２２４

回
評
議
員
会
）
の
開
催

　
１１
月
１４
日
の
全
国
大
会

を
控
え
て
１１
月
１３
日（
木
）

日
本
退
公
連
会
館
で
理
事

会
・
第
２２４
回
評
議
員
会
を

合
同
で
開
催
し
た
。

　
評
議
員
会
で
は
、
補
欠

評
議
員
並
び
に
理
事
が
選

任
さ
れ
、
ま
た
、
令
和
８

年
度
組
織
表
彰
規
定
の
改

正（
案
）が
承
認
さ
れ
た
。

新
任
理
事
　
徳
田
二
三
男

 （
香
川
県
連
会
長
）

森
山 
亮 
氏 
の
後
任

新
任
評
議
員
　
松
木
鶴
美

（
広
島
県
連
会
長
）

松
陰
正
行 

氏
の
後
任

新
任
評
議
員
　
銘
苅
愛
子

（
沖
縄
県
連
会
長
）

長
嶺
明
浩 

氏
の
後
任

※ 

任
期
は
い
ず
れ
も

前
任
者
の
残
任
期
間

（
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員
・
前
総
務
大
臣�

村
上
誠
一
郎

厚
生
労
働
省　
年
金
局
年
金
課
長�

和
田
幸
典

（
一
社
）
全
国
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟
会
長

�

伊
藤
幹
雄

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

青
柳
陽
一
郎　
浅
野　
哲

石
井
智
恵　
　
岡
田
華
子

金
子
恭
之　
　
北
野
裕
子

小
泉
進
次
郎　
神
津
た
け
し

下
条
み
つ　
　
下
野
幸
助

杉
村
慎
治　
　
た
が
や
亮

丹
野
み
ど
り　
土
屋
品
子

中
谷
一
馬　
　
林　
佑
美

平
沼
正
二
郎　
藤
原
規
眞

堀
内
詔
子　
　
前
原
誠
司

松
野
博
一　
　
山
口
俊
一

山
井
和
則

参
議
院

臼
井
正
一　
か
ご
し
ま
彰
宏

小
林
さ
や
か　
初
鹿
野
裕
樹

牧
山
ひ
ろ
え　
森
ゆ
う
こ

関
係
団
体

全
国
林
野
関
係
退
職
者
団

体
連
合
会
会
長

�

沼
田
正
俊

�
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

伊
藤
也　
　
井
上
信
治

今
枝
宗
一
郎　
上
田
英
俊

英
利
ア
ル
フ
ィ
ヤ

大
塚
小
百
合　
大
野
敬
太
郎

岡
田　
悟　
　
落
合
貴
之

鬼
木　
誠　
　
河
西
宏
一

梶
山
弘
志　
　
勝
目　
康

金
子
恭
之　
亀
井
亜
紀
子

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

青
柳
陽
一
郎　
青
山
大
人

阿
部
祐
美
子　
泉　
健
太

梅
谷　
守　
　
大
空
幸
星

小
池
正
昭　
小
宮
山
泰
子

齋
藤
裕
喜　
　
階　
猛

高
井
崇
志　
　
髙
松
智
之

冨
樫
博
之　
　
西
川
厚
志

西
田
昭
二　
西
村
智
奈
美

根
本
幸
典　
　
野
間　
健

深
作
ヘ
ス
ス　
福
島
伸
享

福
田
淳
太　
藤
井
比
早
之

升
田
世
喜
男　
松
田　
功

水
沼
秀
幸　
　
谷
田
川
元

山
田
賢
司　
　
山
本
大
地

吉
川　
元

参
議
院

上
野
ほ
た
る　
江
原
く
み
子

尾
辻
朋
実　
　
斎
藤
嘉
隆

里
見
隆
治　
　
星　
北
斗

松
下
新
平

岸
信
千
世　
　
岸
田
文
雄

北
神
圭
朗　
　
木
原
誠
二

木
原　
稔　
　
工
藤
彰
三

柴
田
勝
之　
　
柴
山
昌
彦

新
谷
正
義　
　
鈴
木
馨
祐

瀬
戸
隆
一　
　
仙
田
晃
宏

宗
野　
創　
　
竹
上
裕
子

橘
慶
一
郎　
　
田
中
良
生

辻　
英
之　
　
西
岡
秀
子

西
岡
義
高　
　
西
村
康
稔

野
田
聖
子　
長
谷
川
嘉
一

林　
佑
美　
　
福
田　
徹

福
田
か
お
る　
藤
原
規
眞

太　
栄
志　
　
細
野
豪
志

堀
内
詔
子　
牧
島
か
れ
ん

松
本
剛
明　
　
眞
野　
哲

御
法
川
信
英　
武
藤
容
治

村
岡
敏
英　
矢
﨑
堅
太
郞

山
口　
壯　
　
山
口
良
治

山
下
貴
司

参
議
院

朝
日
健
太
郎　
生
稲
晃
子

石
井
浩
郎　
　
猪
口
邦
子

奥
村
祥
大　
小
野
田
紀
美

加
田
裕
之　
　
北
村
経
夫

塩
村
あ
や
か　
柴
田　
巧

清
水
真
人　
　
鈴
木
大
地

堂
込
麻
紀
子　
永
井　
学

中
西
祐
介　
　
西
田
英
範

野
上
浩
太
郎　
羽
田
次
郎

平
山
佐
知
子　
福
士
珠
美

藤
井
一
博　
　
藤
川
政
人

古
川
俊
治　
　
舞
立
昇
治

松
村
祥
史　
　
三
浦
信
祐

宮
本
周
司　
　
横
澤
高
徳

若
井
敦
子　
　
渡
辺
猛
之

参
会
の
招
待
者
の
皆
様

参
会
の
招
待
者
の
皆
様

参
会
の
国
会
議
員
の
皆
様

参
会
の
国
会
議
員
の
皆
様

祝
電
ご
送
付
の
皆
様

祝
電
ご
送
付
の
皆
様

国
会
議
員
代
理
参
加
の
皆
様

国
会
議
員
代
理
参
加
の
皆
様

左から、兵庫県連伊丹支部　増永光行
支部長、石川県連　川原利治事務局長、
神奈川県連大和・綾瀬支部　小川輝夫
支部長

議員紹介で退公連会員の声
援に挙手で応えられる国会
議員の先生
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○年金相談… 1月１３日㈫、2９日㈭
○心の悩み相談… 1月 ７日㈬、26日㈪
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

北向地蔵（切り絵）作・筆者

混声合唱団で歌う（後列右
から２人目：筆者）

ちょいワルGG道場集合

作戦会議の様子

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

フ
レ
イ
ル
の
記
事
を
毎
日
読
み
返
し

朝
の
体
操
に
元
気
出
る
出
る

�

岡
山
県　
尾
島
生
子

今
日
も
ま
た
紙
と
鉛
筆
持
ち
な
が
ら

出
か
け
て
行
き
ぬ
短
歌
さ
が
し
に

�

兵
庫
県　
平
山　
進

人
生
を
返
り
見
す
れ
ば
長
か
り
き

短
く
も
あ
り
我
が
並
木
道

�

福
岡
県　
吉
松
利
文

大
根
と
人
参
里
芋
お
で
ん
鍋

今
宵
じ
っ
く
り
菜
園
の
味

�

愛
知
県　
落
合
義
紀

銀
杏
ち
る
園
児
ら
拾
ひ
僧
掃
き
ぬ

�

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

あ
の
頃
の「
森
の
熊
さ
ん
」今
い
ず
こ

�

岐
阜
県　
竹
中
敏
子

お
土
産
は
あ
れ
ほ
ど
い
い
と
言
っ
た

の
に�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

大
谷
の
「
三
発
十
Ｋ
」
は
史
上
初

投
打
二
刀
流
わ
が
目
で
見
た
り

�

福
島
県　
今
野
金
哉

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

赤
と
ん
ぼ
下
校
子
の
肩
し
ば
し
宿

�
山
形
県　
上
野
直
樹

ク
レ
ヨ
ン
の
空
は
い
つ
で
も
晴
れ
て
い

る�

愛
知
県　
竹
内
明
弘

傘
寿
終
え
卒
寿
を
無
事
に
白
寿
へ
と

�

秋
田
県　
齋
藤
富
子

下
が
る
ま
で
何
度
も
計
る
血
圧
計

�

茨
城
県　
小
髙
五
十
二

園
児
た
ち
お
な
も
み
取
り
て
服
飾
る

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

重
き
古
書
こ
よ
り
の
枝し

折お

り
「
文
化
の

日
」�

兵
庫
県　
春
井　
薫

目
を
合
は
せ
し
ば
し
見
詰
む
る
鬼
や
ん

ま�

茨
城
県　
前
野
平
八
郎

心豊かに心豊かに

　
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」

を
破
り
憲
政
史
上
初
の

女
性
首
相
が

誕
生
し
た
。

「
責
任
あ
る

積
極
財
政
」

と
「
強
い
経

済
の
構
築
」
を
表
明
し

て
い
る
。
私
た
ち
が
こ

れ
ま
で
要
望
し
て
き
た

「
公
的
年
金
を
含
む
社

会
保
障
給
付
費
の
財
源

は
、
経
済
成
長
に
よ
る
税

収
等
の
増
加
な
ど
に
よ
り

確
保
さ
れ
た
い
」
が
実
現

す
る
の
か
…
。
一
方
、
少

子
高
齢
化
を
踏
ま
え
、
医

療
費
の
削
減
や
現
役
世
代

の
社
会
保
険
料
の
引
き
下

げ
等
社
会
保
障
制
度
改

革
に
乗
り
出
す
方
針
も

示
し
て
い
る
。
社
会
保

障
財
源
の
消
費
税
の
減

税
の
声
も
あ

る
。
日
公
連

・
退
公
連
と

し
て
は
、
大

い
に
注
視

し
、
今
後
、
必
要
な
行

動
を
と
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

「
気
に
な
る
こ
と
」

福
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
室
井
　
勝

私
の
ひ
と
こ
と

新
バ
ッ
ジ
の
ご
紹
介

　
ち
ょ
い
ワ
ル
じ
い
さ
ん
作
戦
会
議
は
（
岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
）
男
性
高
齢
者
が
自
分
た
ち
の
手
で
、
す

べ
て
の
男
性
が
人
生
の
最
期
ま
で
「
ワ
ル
」
さ
で
き
る
よ
う
に
「
ワ
ル
」
知
恵
を
出
し
合
い
、
町
を
元
気
に

し
て
い
る
真
面
目
な
イ
イ
じ
い
さ
ん
達
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

岡
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
勝
田
支
部
長
　
安
藤
榮
一

いきいき退公連

岡山県連の巻

表
現
し
て
み
て
は
と
思
い
、
稚

拙
な
作
品
な
が
ら
「
膳
所
３６
景

展
」
と
し
て
、
膳
所
歴
史
資
料

館
の
企
画
展
を
開
催
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
。

　
一
方
、
当
支
部
の
会
員
が
触

れ
合
い
楽
し
め
る
場
を
設
定
す

る
担
当
と
な
り
苦
慮
し
て
い
た

が
、「
切
り
絵
を
や
っ
て
み
た

い
」「
膳
所
の
歴
史
を
知
り
た

い
」
と
の
要
望
に
応
え
て
、
一

　
退
職
後
、
永
年
に
わ
た
り
居

住
し
て
き
た
地
域
の
「
自
治
会

や
児
童
委
員
に
」
と
い
う
先
輩

諸
氏
か
ら
の
声
か
け
が
あ
り
、

固
辞
も
で
き
ず
地
域
の
人
々
と

の
か
か
わ
り
が
増
え
て
き
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
膳ぜ

所ぜ

は
、
城

下
町
と
し
て
の
歴
史
や
風
景
、

古
い
建
物
も
現
存
し
て
い
る
。

膳
所
歴
史
ガ
イ
ド
の
一
員
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
「
切
り
絵
」
で

昨
年
度
は
、
切
り
絵
体
験
と
講

話
の
場
を
提
供
し
た
。
昨
年
度

は
、
大
津
歴
史
博
物
館
の
企
画

「
源
氏
物
語
に
触
れ
る
」
に
参

加
し
て
石
山
寺
と
紫
式
部
に
つ

い
て
学
芸
員
の
講
話
か
ら
、
新

た
な
視
点
で
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
、「
ク

発
足
し
ま
し
た
。
最
初
は

７
人
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
さ

に
黒
澤
明
監
督
の
７
人
の

サ
ム
ラ
イ
で
す
。
そ
の
後

「
男
性
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
進
め
る
」

「
男
性
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
進
め
る
」

～
ち
ょ
い
ワ
ル
じ
い
さ
ん
作
戦
会
議
～

～
ち
ょ
い
ワ
ル
じ
い
さ
ん
作
戦
会
議
～

「
触
れ
合
い
と
学
び
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
担
当
者
と
し
て

滋
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
大
津
支
部
　
谷
川
博
己
　

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
参
加
者

が
増
え
、
多
少
の
増
減
は

あ
り
ま
す
が
現
在
は
１７
人

の
じ
い
さ
ん
が
在
籍
し
て

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
愉
し
み
」
と

題
し
て
、
び
わ
こ
ホ
ー
ル
元
館

長
の
井
上
健
夫
氏
の
講
話
と
ピ

ア
ノ
の
生
演
奏
を
聴
く
機
会
を

得
た
。

　
こ
う
し
た
研
修
の
立
案
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
も
と

り
入
れ
て
、
自
分
の
興
味
あ
る

領
域
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
と
、

助
言
し
支
援
し
て
く
れ
る
旧
知

の
人
々
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ

の
こ
と
と
有
難
く
感
じ
て
い

る
。

　
ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
続
け

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
は
今
も
壮
年

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
近
年

的
に
関
わ
り
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
高
齢
の
男
性
は
女
性
に

比
べ
て
、
介
護
や
支
援
を

要
す
る
状
態
に
な
っ
た
時

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介

護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
好
ま
ず
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
る
方
が
多

く
、
こ
う
い
っ
た
男
性
高

齢
者
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
行
政
や
関
係
者
だ
け

で
は
な
く
当
事
者
で
あ
る

男
性
高
齢
者
も
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
、
平
成
２９
年
に

　
奈
義
町
は
令
和
７
年
８

月
現
在
、
人
口
５
千
３９２
人

の
岡
山
県
北
東
部
に
位
置

す
る
小
さ
な
山
間
の
町
で

す
。合
計
特
殊
出
生
率
が
、

２
千
１９
年
に
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
（
２．９５
、
全
国

１．３９
）
と
な
り
子
育
て
施
策

で
有
名
に
な
っ
た
町
で
す

が
、
高
齢
者
も
自
分
た
ち

の
事
と
し
て
健
康
づ
く
り

・
介
護
予
防
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
は

４
人
の
退
公
連
の
メ
ン
バ

ー
が
在
籍
し
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
積
極

い
ま
す
。
月
１
回
の
作
戦

会
議
で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

を
進
め
て
、年
２
回
程
度
、

日
帰
り
の
「
ち
ょ
い
ワ
ル

の
旅
」、
小
学
校
の
思
い

出
を
語
り
合
う
「
ち
ょ
い

ワ
ル
な
同
窓
会
」、
町
の

名
所
や
名
産
物
な
ど
を
歌

詞
に
盛
り
込
ん
だ
「
ち
ょ

い
ワ
ル
体
操
」
の
考
案
、

主
に
戦
時
中
に
あ
っ
た
鉱

山
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ

て
報
告
し
た
「
歴
史
ロ
マ

ン
ち
ょ
い
探
訪
シ
リ
ー

ズ
」
等
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

（
ち
ょ
い
ワ
ル
Ｇ
Ｇ
道

場
）
を
開
催
し
、
男
性
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
女
性

や
若
い
方
の
参
加
も
あ
っ

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の

手
で
町
を
元
気
に
し
て
い

き
た
い
と
ち
ょ
い
ワ
ル
じ

い
さ
ん
頑
張
り
ま
す
。

バ
ッ
ジ
タ
イ
プ
と
、
洋
服

を
挟
む
ク
リ
ッ
プ
タ
イ
プ

の
２
種
類
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
前
回
作
成
か
ら
年
数
が

経
っ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

昨
今
の
物
価
上
昇
の
影
響

で
金
額
は
ど
ち
ら
も
１
個

１
，３
０
０
円
（
送
料
込
）

公
連
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
同
様
の
ご
案
内
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
）

と
な
り
ま
す
。
従
来
の
バ

ッ
ジ
の
在
庫
が
な
く
な
り

次
第
、
新
規
の
バ
ッ
ジ
に

切
り
替
え
と
な
り
ま
す

が
、
ク
リ
ッ
プ
タ
イ
プ
を

ご
希
望
の
場
合
は
お
申
し

出
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
可

能
で
す
。
ど
ち
ら
の
タ
イ

プ
も
ご
希
望
の
方
は
、
日

　
日
公
連
バ
ッ
ジ
の
在
庫

が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、

今
回
新
規
に
作
成
い
た
し

ま
し
た
。
ピ
ン
タ
イ
プ
の

場
合
、
服
に
穴
が
開
い
て

し
ま
い
抵
抗
が
あ
る
と
の

声
が
あ
り
、
従
来
の
ピ
ン

は
卓
球
に
も
誘

わ
れ
て
汗
を
流

し
て
い
る
。
混

声
合
唱
団
の
バ

ス
の
一
員
と
し

て
原
語
で
の
歌

唱
も
、
こ
れ
ら

す
べ
て
仲
間
と

共
に
今
後
も
続

け
て
い
き
た

い
。

ピンバッジ クリップ式
バッジ


